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年
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月
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視
察
研
修
先
】

　

東
京
都
武
蔵
野
市

　

【
参
加
議
員
】

　

新
田
勝
見

　

瀧
澤
征
幸

　

萩
野
幸
弘

　

菊
池
美
也

　

小
林
立
栄

◆ 

武
蔵
野
ま
つ
り

　

市
民
の
ふ
る
さ
と
づ
く

り
や
友
好
都
市
と
の
交
流

推
進
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
、
今
回
で
23
回
目
を

数
え
る
。
桜
は
既
に
８
割

ほ
ど
散
り
、
当
日
は
小
雨

模
様
の
た
め
予
定
し
て
い

た
パ
レ
ー
ド
は
中
止
と
な

っ
た
が
、
特
設
ス
テ
ー
ジ

に
は
、遠
野
市
長
と
議
長
、

関
係
市
町
村
の
議
員
が
大

勢
登
壇
し
、
会
場
を
盛
り

上
げ
た
。

　

友
好
都
市
歓
迎
昼
食
会

で
は
、
武
蔵
野
市
の
各
友

好
都
市
の
特
産
品
（
遠
野

は
丸
切
り
干
し
大
根
）
を

使
用
し
た
特
製
メ
ニ
ュ
ー

の
お
弁
当
が
用
意
さ
れ
、

心
遣
い
が
嬉
し
か
っ
た
。

◆ 

武
蔵
野
市
立
「
ひ
と
・

ま
ち
・
情
報　

創
造

館
武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
」

　

武
蔵
野
市
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
の
一
環
と
し
て
、

図
書
館
機
能
、
生
涯
学
習

支
援
、
市
民
活
動
支
援
、

青
少
年
活
動
支
援
の
機
能

を
も
っ
た
複
合
施
設
で
あ

る
。
生
活
、
文
化
、
芸
術
、

自
然
、
歴
史
、
ま
ち
づ
く

り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

市
民
活
動
、
生
涯
学
習
、

福
祉
、
教
育
と
い
っ
た
横

断
的
な
活
動
や
交
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
活
性
化
が
図

ら
れ
て
い
る
。

　

所
管
は
武
蔵
野
市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課
で
、
公
益
財
団
法
人

武
蔵
野
生
涯
学
習
振
興
事

業
団
が
指
定
管
理
を
受
け

て
運
営
し
て
い
る
。
職
員

は
約
１
０
０
名
で
、
収
支

予
算
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
）
は
約
５
億
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

地
上
４
階
、
地
下
３
階

の
施
設
で
、
当
初
計
画
で

は
年
間
80
万
人
の
利
用
を

見
込
ん
で
い
た
が
、
住
民

の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
分
析

し
、
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト

を
持
ち
、
施
設
機
能
を
充

分
に
引
き
出
し
た
管
理
運

営
で
、
現
在
の
利
用
実
績

は
約
１
６
４
万
人
で
あ

る
。

　

武
蔵
野
市
に
は
、
自
治

会
と
い
う
組
織
が
な
い
た

め
、
そ
れ
に
代
わ
る
組
織

や
団
体
が
活
発
に
活
動
し

て
お
り
、
武
蔵
野
市
な
ら

で
は
の
発
想
に
よ
っ
て
造

ら
れ
た
施
設
で
あ
る
。

友
好
都
市  

武
蔵
野
市
行
政
視
察

弘前市で空き家等の活用、適正管理について研修

【
視
察
日
程
】

　

平
成
27
年
３
月
24
日
〜

25
日

【
視
察
研
修
先
】

　

青
森
県
弘
前
市

　

青
森
県
・
タ
ム
ラ
フ
ァ

ー
ム
㈱

【
参
加
議
員
】

　

多
田
勉　
　

瀧
澤
征
幸

　

新
田
勝
見　

萩
野
幸
弘

　

安
部
重
幸　

多
田
誠
一

　

菊
池
由
紀
夫

　

菊
池
美
也

　

小
林
立
栄

◆ 「
弘
前
市
空
き
家
等
の

活
用
、
適
正
管
理
等

に
関
す
る
条
例
」
に

つ
い
て

　

人
口
減
少
と
増
え
る
空

き
家
は
全
国
で
も
大
き
な

課
題
で
あ
る
。

　

人
口
18
万
人
の
弘
前
市

は
、
昨
年
12
月
「
弘
前
市

空
き
家
等
の
活
用
、
適
正

管
理
等
に
関
す
る
条
例
」

を
施
行
し
た
。

　

全
国
の
空
き
家
率
は

13
・
5
％
で
、
こ
の
ま
ま

放
置
す
る
と
８
年
後
に
は

21
％
ま
で
増
加
す
る
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。
弘
前
市

は
平
成
10
年
は
9
・
6
％
、

20
年
は
16
・
4
％
と
全
国

を
上
回
る
増
加
率
。
市
内

は
豪
雪
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
空
き
家
で
の
危
険
家

屋
の
増
加
、
防
災
、
防
犯
、

生
活
環
境
の
保
全
の
観
点

か
ら
条
例
化
を
進
め
て
き

た
と
い
う
。

　

こ
の
条
例
の
特
徴
は
、

し
、
所
有
者
、
市
民
、
関

連
団
体
、
自
治
組
織
、
市

民
団
体
の
責
務
や
役
割
を

定
め
、
相
互
に
協
力
し
、

取
組
む
こ
と
で
あ
り
、
空

き
家
の
発
生
予
防
、活
用
、

適
正
管
理
、
跡
地
の
利
活

用
で
あ
る
。

　

当
市
で
も
空
き
家
対
策

に
し
っ
か
り
取
組
み
、
市

民
の
安
全
と
財
産
を
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

◆ 

リ
ン
ゴ
に
よ
る
６
次
産

業
化
の
取
組

　

弘
前
市
の
タ
ム
ラ
フ
ァ

ー
ム
㈱
の
田
村
氏
は
、
青

果
卸
会
社
を
退
社
し
、
リ

ン
ゴ
園
３
ha
の
購
入
か
ら

年
々
増
園
し
、
同
時
に
加

工
と
販
売
に
取
組
み
、
26

年
度
の
リ
ン
ゴ
販
売

「
12 

ha
・
16
品
種
」、
加
工

品
販
売
「
５
種
類
・
16
品

目
」
と
、
年
間
１
億
円
を

売
り
上
げ
、
中
で
も
紅
玉

を
使
っ
て
通
年
販
売
し
て

い
る
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
は

１
千
万
円
を
売
り
上
げ
る

人
気
商
品
で
あ
る
。

「
利
益
率
の
向
上
、
リ
ス

ク
の
回
避
に
は
加
工
品
の

製
造
・
販
売
は
不
可
欠
で
、

良
質
の
リ
ン
ゴ
を
使
い
、

高
品
質
な
加
工
品
を
作
っ

て
い
く
」
と
話
さ
れ
て
い

た
。

　

和
歌
山
県
の
ス
ー
パ
ー

と
契
約
取
引
を
す
る
ほ

か
、
個
人
客
約
千
人
に
直

販
し
、
味
の
好
み
・
希
望

の
品
種
を
聞
き
、
顧
客
の

要
望
に
応
え
、
併
せ
て
加

工
品
を
紹
介
し
た
チ
ラ
シ

を
同
封
し
て
相
乗
効
果
に

繋
げ
て
い
る
。

「
お
い
し
い
リ
ン
ゴ
作
り

は
品
質
の
高
い
加
工
品
に

つ
な
が
り
、
常
に
新
商
品

を
開
発
し
消
費
者
と
常
に

向
き
合
え
る
よ
う
励
み
た

い
」
と
話
さ
れ
て
い
た
。

空
き
家
対
策
と
リ
ン
ゴ
に
よ
る
６
次
産
業
化
視
察

加工品に使われるリンゴの洗浄・選果作業

小雨の中での武蔵野まつり式典にて

ひと・まち・情報　創造館　武蔵野プレイス館内

雨の中、大勢の人でにぎわった会場

友好都市の食材をふんだんに
使用したお弁当

11 10とおの議会だより とおの議会だより
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